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図 1. 解析モデルの断面図. 
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排水全量のモニタリング装置開発において、PHITS を用いたモンテカルロシミュレーションを実施した。

シミュレーション空間上に装置を模したジオメトリを作成し、体積線源を配置した場合の検出器応答を計

算し、装置の特性を評価した。 

 

キーワード：線量評価、モンテカルロシミュレーション 

 

1. 緒言 

原発事故の被災地における廃棄物処理場や下水処理場等において、施設区域からの大量の排水を放出す

る際にはセシウム-137（137Cs）やセシウム-134 の濃度が基準を満たすことを確認する必要がある。そのた

め、大量の排水を現場で全量計測する装置の開発を進めている。この装置を用いて排水の放射能濃度を計

測するには、体積線源に対する検出器の応答を事前に評価しておく必要がある。本発表では、モンテカル

ロシミュレーションによる検出器応答の評価結果について詳しく報告する。 

 

2. 方法 

シミュレーションにはモンテカルロ計算コード PHITS を用いた。図 1 に解析モデルの断面図を示す。遮

蔽用の水を入れる直方体形状の鋼板製の筐体を設置し、その中心に線源となる水（試料水）を入れるため

の筒とヨウ化ナトリウム（NaI(Tl)）検出器を配置した。137Cs に対応したエネルギーを持つガンマ線を試料

水から発生させ、検出器を構成する NaI(Tl)結晶においてエネルギー付与を起こしたイベントについて、ガ

ンマ線の発生位置及び NaI(Tl)結晶に付与されたエネルギーを記録した。 

 

3. 結論 

放射能濃度が 0.5 Bq/L の試料水に対して、単位時間当たりに

NaI(Tl)検出器で 540 から 830 keV のエネルギー付与を起こすイベン

ト数は、0.39 個/秒であり、実験結果と誤差の範囲内で一致した。ま

た、記録されたイベントについて発生位置の分布を調べた結果、検

出器近傍の試料水のみが NaI(Tl)結晶にエネルギー付与を起こしてい

ることが分かった。この結果は、試料水を貯めるタンクがある大き

さを超えると NaI(Tl)検出器応答に影響が現れないことを示唆してい

る。 
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